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 刻々と変わる原発事故の報道に、胸がつぶれそうになっていた 3月中旬、1本の

電話がかかってきました。ごみかん会員の武蔵野市の白石ケイ子さんからでした。

白石さんは、武蔵野市でごみ問題に取り組み、先進的な活動の牽引役として長年が

んばってこられた方です。

　その電話の内容とは…「こんなに湯水のように電気を使う

ライフスタイルを改めなければ。その相談に乗ってほしい」と

いうものでした。「以前から、市長とのタウンミーティングな

どで、公共施設の自動販売機を減らしてほしいと要望してきた

けれど、いい返事はもらえなかった。でもここで少しでも変え

ないとネ。節電で理解が得られやすい今こそ、まず公共施設か

ら多すぎる自販機を減らしていきたい！」と白石さん。

 　「大賛成！ここで行政が範を示さないと」とさっそく要望

書の案を書いてみることにして電話を切りました。

 　その後、白石さんの呼びかけで、武蔵野市民の方々や、ごみ・環境ビジョン21、

容器包装の３Rを進める全国ネットワーク、FoE　Japan のメンバーが集まり、そ

こが事務局となって運動を展開していくことになりました。そして、同封のチラシ

のように、呼びかけ団体も 10団体に増え『自販機へらそうキャンペーン』がスター

トしました。

＊ 4月 23，24 日のアースデイ（代々木公園会場）でチラシを配布
＊ 4月 28 日　キャンペーンスタートをプレスリリース
＊ 5月 17 日　東京都へ要望書提出　
＊ 5月 20 日　キックオフセミナー開催

　
この夏は全国で電力量が切迫すると報道されています

が、そもそも、日本中、電気のムダが多すぎます。自販

機も昔よりは節電型になっているとはいえ、異常な自販

機大国ニッポンであることに変わりはありません。

 　 「自販機へらそう」のアクションをいっしょに起こし

ましょう！   賛同団体にぜひ加わってください。

自販機へらそうキャンペーン
ご賛同 ・ご参加ください！

同封のチラシを

ご覧ください！
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